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プ ラ ネ タ リ ウ ム
12)--J1311( 火 ） よ り 3}=1'1 □( □) ま で 冬 の プ ラ ネ
タ リ ウ ム 「 宇 'iii 船 ダ イ ダ ロ ス 」 を 投 II 央 い た し ま す 。
内 容 は 、 1i ii 半 が 、 冬 の 夜 空 に 兄 え る 品 座 、 天 の 川
付 近 に た く さ ん 兄 ら れ る 散 Hf.lM. 団 を 紹 介 し ま す 。
後 半 の 部 分 で は 、 現 在 あ る 宇 宙 船 で は 不 可 能 な 、
太 賜 系 を 超 え た bi 址 llll 宇 宙 旅 行 が で き る 、 宇 宙 船
ダ イ ダ ロ ス サ の し く み を 解 説 し 、 そ の 宇 宙 旅 行 の
よ う す を 紹 介 し ま す 。
投 映 開 始 II 寺 1111 :  午 1iii は 9 時 30 分 と 10 時 50 分
午 後 は 1 時 30 分 と 3 時 40 分
（糸り 40 ヶ } 11¥ l)
第 2 回 館 蔵 品 展 富 山 の 桜
一 進 野 コ レ ク シ ョ ン 寄 贈 記 念 一
昨 年 1 月 に 、 立 山 市 束 中 野 町 の 進 野 久 五 郎 さ ん
か ら 、 約 70 点 の 植 物 標 本 が 奇 贈 さ れ ま し た 。
当 創 '.i で は ｀ こ の l 年 II り で 標 本 の 整 理 を 終 了 し 、 み
な さ ん に 公 徘 lで き る よ う に な り ま し た 。 多 数 の 標
本 の 中 か ら 選 ん で 、 ‘ ぶ 山 の 珍 し い 植 物 、 ＇ ぶ 山 の 桜 、
帰 化 植 物 、 ;:;j 山 に 残 る 北 ） i 系 植 物 、 氷 兄 の 暖 地 性
示 い た し ま す 。
さ い 。
J切 Ill] : I昭 和 59 年 3 rl 18  LJ - 5 月 20 「l
場 所 ： 2 階 特 別 ） 炎 ぷ 奎 に て 。
科 学 映 画 会
紺 :JI 第 z □ ll ldR に 行 っ て い ま す 。
。 I JI 8  II 「 秋 吉 台 の 生 物 一 こ う も り の 生 態 ー 」
。 2 月 128 「 染 色 1本 に 苦 か れ た ネ ズ ミ の 歴 史 」
午 11ii ll 時 30 分 と 午 後 3 時 の 2 回 。 約 30 分 !Ml ず つ 。
l 陪 ホ ー ル に て 。
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科 学 教 室 「 石 を の ぞ 〈 」
岩 石 の 薄 片 を 作 り 、 顕 徴 鋭 で 調 ぺ ま す 。
2 月 18 □ （ 土 ） 午 後 と 2 月 19 日 （ 日 ）
小 4 以 上 一 般 。 定 貝 、 両 日 と も 参 加 で き る 人 20
名 。 申 し 込 み ? " ・切 2 月 10 日 。
＊ 申 し 込 み 方 法
住 所 ・ 氏 名 ・ 年 令 ・ 屯 話 番 号 ・ 教 室 名 を ：占 い て
〒 930- 11 立 山 市 西 中 野 町 3 - l  - 19  
応 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
ま で お 申 し 込 み 下 さ い 。 窓 l I受 付 も 行 っ て お り
ま す 。 そ の 場 合 、 返 侶 用 ハ ガ キ を 持 参 し て 下 さ い 。 翌
ャ述 員 を 超 え た 場 合 は 、 抽 せ ん さ せ て い た だ き ま す 。 〉：=-r
7  蓉
塁
、J写  真 展 「 ト ン ボ 」 - 2 階  ロ ピ ー で 開 催 中 一
lOJ I  3  11 よ り 米 年 9 月 末 ま で 、 貨 山 期 ） 、 ］ で 兄 ら れ る ト ン ポ 類 の 生 態 写 其 を 展 示 し て い ま す 。 1 5
種 20 点 で 、 幼 虫 、 羽 化 、 交 尾 、 産 卵 、 そ し て 死 と い っ た ） I煩 で 、 各 々 数 点 ず つ で 構 成 さ れ て い ま す 。
そ の 一 部 を 御 紹 介 し ま す 。
.., 
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